
農 福 連 携 の ス ス メ 

農
福
連
携
に
つ
い
て 

 

問
い
合
わ
せ
先 

長
野
市
役
所 

 

農
業
政
策
課 

℡:

２
２
４
―
５
０
９
８ 

 

障
害
福
祉
課 

 

℡:

２
２
４
―
５
０
３
０ 

 

問
い
合
わ
せ
先 

長
野
市
役
所 

 

農
業
政
策
課 

℡:

２
２
４
―
５
０
９
８ 

 

障
害
福
祉
課 

 

℡:

２
２
４
―
５
０
３
０ 

 

第９号 令和４年６月発行 

 

 

「
農
福
連
携
の
ス
ス
メ
」
で
は
、

農
福
連
携
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
も

ら
い
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
農

福
連
携
の
輪
を
広
げ
て
い
く
た
め
、

長
野
市
や
長
野
市
農
業
公
社
が
取
り

組
む
農
福
連
携
事
業
活
動
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。 

第
１
回
農
作
業 

 

４
月

27
日
に
令
和
４
年
度
第
１

回
農
作
業
体
験
会
が
行
わ
れ
、
７
つ

の
事
業
所
か
ら
33
人
の
利
用
者
と
８

人
の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
果
樹
の
敷
き
藁
作
業
で
、

講
師
の
更
北
水
田
利
用
組
合
の
小
山

代
表
に
作
業
内
容
を
ご
説
明
い
た
だ

き
、
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
ち
ら
で
は
り
ん
ご
、
桃
、
ネ
ク

タ
リ
ン
、
ワ
ッ
サ
ー
及
び
プ
ル
ー
ン

の
木
の
根
元
に
保
湿
と
除
草
の
た
め
、

マ
ル
チ
の
代
わ
り
に
藁
を
多
め
に
敷

い
て
い
ま
す
。
灌
漑
施
設
が
な
い
果

樹
園
で
は
藁
に
雨
や
露
の
湿
り
気
が

残
り
、
作
物
の
生
育
に
役
立
ち
ま
す
。

ま
た
藁
は
い
ず
れ
土
に
か
え
り
ま
す

の
で
、
環
境
面
で
も
好
都
合
で
す
。 

去
年
の
藁
敷
き
体
験
会
は
１
日
で

終
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の

日
は
午
前
中
で
作
業
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
、
皆
さ
ん
お
互
い
に
声
を
掛

け
合
い
、
手
際
良
く
作
業
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
真
島
の
河
川
敷
の
麦

畑
の
草
取
り
を
行
い
ま
し
た
。
こ
ち

ら
で
も
手
際
よ
く
作
業
を
し
て
い
た

だ
い
た
の
で
、
畑
２
枚
分
の
草
取
り

が
ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
。 

今
回
、
は
じ
め
て
参
加
い
た
だ
い

た
利
用
者
さ
ん
に
話
を
伺
う
と
、「
楽

し
か
っ
た
」
「
外
の
作
業
は
気
持
ち

が
い
い
」
と
、
う
れ
し
い
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

障
害
者
就
労
事
業
所 

 

今
年
度
か
ら
農
業
公
社
で
は
「
事

業
所
向
け
営
農
支
援
事
業
」
を
始
め

ま
し
た
。
こ
れ
は
事
業
所
自
ら
が
行

う
営
農
活
動
に
係
る
農
作
物
栽
培
技

術
等
の
課
題
解
決
を
目
指
す
と
と
も

に
、
農
福
連
携
の
推
進
を
図
る
こ
と

が
目
的
で
す
。 

営
農
指
導
を
希
望
す
る
事
業
所
に

営
農
指
導
員
を
派
遣
し
、
現
状
や
課

題
を
把
握
し
指
導
を
行
い
ま
す
。 

自
ら
営
農
活
動
を
さ
れ
て
い
る
事

業
所
や
、
こ
れ
か
ら
営
農
を
考
え
て

い
る
事
業
所
の
皆
さ
ん
は
、
農
業
公

社
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

   ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
を 

 

ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
を
取
得
す
る
こ

と
で
、
障
害
者
が
生
産
行
程
に
携
わ

っ
た
農
産
物
等
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

本
年
３
月
に
㈱
柿
の
木
農
場
が
ノ

ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
取
得
の
市
内
事

業
所
第
１
号
と
な
り
ま
し
た
。 

認
証
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
出

荷
す
る
全
て
が
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
認

証
商
品
と
な
り
、
販
路
拡
大
や
障
害

者
の
工
賃
ア
ッ
プ
な
ど
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。 

ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
を
取
得
す
る
た

め
に
は
、
登
録
認
証
機
関
の
審
査
・

認
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

市
で
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
取
得
を
支
援

す
る
た
め
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

〇
新
規
認
証
取
得 

補
助
率
２
分
の
１
（
上
限
５
万
円
） 

〇
認
証
の
更
新 

補
助
率
３
分
の
１ 

(

上
限
３
万
円
：
２
回
ま
で)

 

取
得
の
メ
リ
ッ
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長野市版 

体
験
会
を
開
催 

営
農
支
援
事
業 

▲敷き藁作業の様子 

取
得
し
て
み
ま
せ
ん
か 

農福連携で生産された農産品

の「販路拡大・販売促進」 

ﾉｳﾌｸ JAS の定義（ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化）

化））） 

◎障害者の工賃アップ 

◎障害者の雇用拡大 

◎耕作放棄地の活用 

◎国産農産品の増加 など 
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